
▲拡幅された町道吉川小学校線

▲�「第2回新蕎麦まつり」（屋内運動場）
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。
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。
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上
げ
ま
す
。

　

昨
年

　

昨
年
1111
月
に
、「
若
桜
町
そ
ば
協
議

月
に
、「
若
桜
町
そ
ば
協
議

会
」の
主
催
に
よ
り
、「
新
蕎
麦
ま
つ

会
」の
主
催
に
よ
り
、「
新
蕎
麦
ま
つ

り
」が
町
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

り
」が
町
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
そ
ば
好
き

日
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
そ
ば
好
き

が
集
ま
り
、
香
り
豊
か
な
若
桜
の
新
そ

が
集
ま
り
、
香
り
豊
か
な
若
桜
の
新
そ

ば
を
堪
能
し
、
用
意
さ
れ
た
５
０
０
食

ば
を
堪
能
し
、
用
意
さ
れ
た
５
０
０
食

は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
町

は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
町

内
農
業
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
耕
作
放

内
農
業
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
て
そ
ば
の
栽
培
を
拡

棄
地
を
活
用
し
て
そ
ば
の
栽
培
を
拡

げ
、
栽
培
方
法
の
見
直
し
等
に
よ
り
収

げ
、
栽
培
方
法
の
見
直
し
等
に
よ
り
収

穫
量
も
増
え
、
近
年
に
な
い
豊
作
と
な

穫
量
も
増
え
、
近
年
に
な
い
豊
作
と
な

り
ま
し
た
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り
ま
し
た
。

　

そ
ば
で
盛
り
上
が
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た
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で
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そ
ば
で
盛
り
上
が
っ
た
１
年
で
し

た
が
、
も
と
は
、
２
年
前
に
そ
ば
職
人

た
が
、
も
と
は
、
２
年
前
に
そ
ば
職
人

を
目
指
す
地
域
お
こ
し
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力
隊
を
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を
目
指
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
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募
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
取
組
で

募
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
取
組
で

す
。
若
桜
の
美
味
い
そ
ば
を
食
べ
ら

す
。
若
桜
の
美
味
い
そ
ば
を
食
べ
ら

れ
る
常
設
の
店
が
地
元
に
で
き
れ
ば

れ
る
常
設
の
店
が
地
元
に
で
き
れ
ば
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域
経
済
も
潤
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と
い
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地
消
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産
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域
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の
発
想
で
す
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そ
の
協
力
隊
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の
発
想
で
す
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隊
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こ
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じ史史
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さ
ん
も
町
内
で
の
起
業
に
向
け

て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
、
今
年

て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
、
今
年

も
新
た
な
展
開
が
期
待
で
き
そ
う
で

も
新
た
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展
開
が
期
待
で
き
そ
う
で

す
。
す
。
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さ
て
、
こ
の
一
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の
町
政
の
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き
を

振
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ま
す
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停

電
や
断
水
が
長
期
間
に
及
び
、
復
興
が

電
や
断
水
が
長
期
間
に
及
び
、
復
興
が

遅
れ
る
原
因
と
な
り
ま
し
た
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こ
れ

遅
れ
る
原
因
と
な
り
ま
し
た
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策
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等
の
維
持
管
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く
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の
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等
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維
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管
理
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体
制
づ
く
り
の
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め
、
国
の
交
付
金
の
受
け
皿
と
な
る

め
、
国
の
交
付
金
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受
け
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集
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の
広
域
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進
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を
進
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６
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落
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桜
宿
で
の
事
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が
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ト
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し
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桜
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で
の
事
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が
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ー
ト

し
ま
し
た
。
滞
在
型
観
光
へ
の
シ
フ

し
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し
た
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果
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よ
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へ
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経
済
波
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効
果

若
桜
町
長　

上
川
　
元
張

役
場
庁
舎
や
水
道
施
設
の
非
常
用
電

役
場
庁
舎
や
水
道
施
設
の
非
常
用
電

源
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
指
定
避
難

源
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
指
定
避
難
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の
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を
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、
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公
共
交
通
の
見
直
し
を
行
い
、
デ
マ

ン
ド
便
に
つ
い
て
は
利
用
料
金
を
一

ン
ド
便
に
つ
い
て
は
利
用
料
金
を
一

律
２
０
０
円
に
引
き
下
げ
、
台
数
を
１

律
２
０
０
円
に
引
き
下
げ
、
台
数
を
１

台
増
の
３
台
体
制
に
増
強
す
る
な
ど

台
増
の
３
台
体
制
に
増
強
す
る
な
ど

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
あ

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
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せ
て
、
住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
を
募
集
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せ
て
、
住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
を
募
集

し
、
共
助
交
通
の
池
田
全
域
へ
の
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大

し
、
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助
交
通
の
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全
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桜
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の
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テ
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の
準
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を
進
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。
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交
通
高
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バ
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鳥
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た
。
日
本
交
通
高
速
バ
ス
鳥
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―
大
阪
間
若
桜
経
由
便
に
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い
て
は
、

―
大
阪
間
若
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由
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い
て
は
、

運
賃
助
成
の
効
果
も
あ
り
、
４
月
の
運

運
賃
助
成
の
効
果
も
あ
り
、
４
月
の
運

行
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始
以
来
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開
始
以
来
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て
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り
、
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続
運
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つ

率
を
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持
し
て
お
り
、
継
続
運
行
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
若
桜

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
若
桜

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
営
業
収
益
が
減
少

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
営
業
収
益
が
減
少

す
る
中
、
Ｓ
Ｌ
体
験
運
転
や
グ
ッ
ズ
販

す
る
中
、
Ｓ
Ｌ
体
験
運
転
や
グ
ッ
ズ
販

売
等
営
業
外
収
益
の
確
保
に
力
を
入

売
等
営
業
外
収
益
の
確
保
に
力
を
入

れ
、
令
和
６
年
度
は
３
期
連
続
の
黒
字

れ
、
令
和
６
年
度
は
３
期
連
続
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
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▲地域食堂「おたがいさま食堂」（上町）

５
・
６
年
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。
海
外

５
・
６
年
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。
海
外

渡
航
は
初
め
て
と
い
う
児
童
も
多
い

渡
航
は
初
め
て
と
い
う
児
童
も
多
い

中
、
交
流
先
の
小
学
生
と
の
交
流
を
深

中
、
交
流
先
の
小
学
生
と
の
交
流
を
深

め
、
台
湾
の
社
会
や
文
化
を
肌
で
感
じ

め
、
台
湾
の
社
会
や
文
化
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
豊

て
も
ら
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
豊

か
な
国
際
感
覚
を
育
ん
で
ほ
し
い
と

か
な
国
際
感
覚
を
育
ん
で
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。
ま
た
部
活
動
の
地
域
展

願
い
ま
す
。
ま
た
部
活
動
の
地
域
展

開
に
つ
い
て
は
、
外
部
指
導
者
が
加

開
に
つ
い
て
は
、
外
部
指
導
者
が
加

わ
っ
て
の
指
導
も
始
ま
り
、
部
活
動
を

わ
っ
て
の
指
導
も
始
ま
り
、
部
活
動
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
が
動

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
が
動

き
出
し
ま
し
た
。

き
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）の
年

　

今
年
は
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）の
年

で
す
。
力
強
く
前
向
き
で
活
気
の
あ

で
す
。
力
強
く
前
向
き
で
活
気
の
あ

る
年
に
な
る
と
さ
れ
、
事
業
の
発
展
や

る
年
に
な
る
と
さ
れ
、
事
業
の
発
展
や

努
力
が
実
を
結
ぶ
年
と
も
言
わ
れ
て

努
力
が
実
を
結
ぶ
年
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
若
桜
町
の
飛
躍
と
町
民
の

い
ま
す
。
若
桜
町
の
飛
躍
と
町
民
の

皆
様
の
安
寧
を
願
い
、
新
年
の
ご
あ
い

皆
様
の
安
寧
を
願
い
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ま
ず
は
年

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ま
ず
は
年

度
内
に
宿
内
の
観
光
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

度
内
に
宿
内
の
観
光
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
駅
周
辺

ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
駅
周
辺

や
重
伝
建
エ
リ
ア
を
中
心
に
若
桜
地

や
重
伝
建
エ
リ
ア
を
中
心
に
若
桜
地

区
の
整
備
指
針
と
な
る
都
市
計
画
マ

区
の
整
備
指
針
と
な
る
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
も
着
手
し
、

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
も
着
手
し
、

２
ヶ
年
で
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

２
ヶ
年
で
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
巳
年
の
開
運
神
社
と

　

観
光
面
で
は
、
巳
年
の
開
運
神
社
と

し
て
江
嶋
神
社
が
多
く
の
参
拝
客
で

し
て
江
嶋
神
社
が
多
く
の
参
拝
客
で

賑
わ
い
、
９
月
の
弁
天
大
祭
で
は
、
宵

賑
わ
い
、
９
月
の
弁
天
大
祭
で
は
、
宵

宮
の
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
や
境
内
で
の

宮
の
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
や
境
内
で
の

琵
琶
演
奏
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し

琵
琶
演
奏
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
２
年
目
を
迎
え
た
デ
ジ
タ

た
。
ま
た
、
２
年
目
を
迎
え
た
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
若
桜
町
よ
く
ば

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
若
桜
町
よ
く
ば

り
ロ
マ
ン
紀
行
」で
は
、
町
内
観
光
地

り
ロ
マ
ン
紀
行
」で
は
、
町
内
観
光
地

を
周
遊
し
て
楽
し
む
方
が
増
え
、
ク
ー

を
周
遊
し
て
楽
し
む
方
が
増
え
、
ク
ー

ポ
ン
の
利
用
も
好
調
で
し
た
。
観
光

ポ
ン
の
利
用
も
好
調
で
し
た
。
観
光

に
携
わ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
６

に
携
わ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
６

月
か
ら
２
名
採
用
し
、
町
の
観
光
資
源

月
か
ら
２
名
採
用
し
、
町
の
観
光
資
源

の
魅
力
向
上
や
情
報
発
信
な
ど
に
活

の
魅
力
向
上
や
情
報
発
信
な
ど
に
活

躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
よ
る
地
域
経
済
の
循

　

地
産
地
消
に
よ
る
地
域
経
済
の
循

環
と
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

環
と
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
に
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
準

的
に
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
準

備
を
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
内
加

備
を
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
内
加

盟
店
で
の
買
い
物
に
の
み
利
用
で
き

盟
店
で
の
買
い
物
に
の
み
利
用
で
き

る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
全
町
民
に
配
布
し
、

る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
全
町
民
に
配
布
し
、

買
い
物
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
ほ

買
い
物
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
ほ

か
、
町
民
の
社
会
参
加
や
行
政
施
策
へ

か
、
町
民
の
社
会
参
加
や
行
政
施
策
へ

の
ご
協
力
に
も
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

の
ご
協
力
に
も
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
な
ど
、
地
元
消
費
の
拡
大
に
つ
な
げ

る
な
ど
、
地
元
消
費
の
拡
大
に
つ
な
げ

る
も
の
で
す
。
令
和
８
年
３
月
の
運

る
も
の
で
す
。
令
和
８
年
３
月
の
運

供
用
開
始
し
、
緊
急
車
両
の
円
滑
な
通

供
用
開
始
し
、
緊
急
車
両
の
円
滑
な
通

行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

町
住
宅
団
地
に
つ
い
て
は
、
６
区
画
の

町
住
宅
団
地
に
つ
い
て
は
、
６
区
画
の

造
成
工
事
が
完
了
し
、
近
く
販
売
を
開

造
成
工
事
が
完
了
し
、
近
く
販
売
を
開

始
し
ま
す
。

始
し
ま
す
。

　

池
田
地
域
で
は
、「
池
田
食
堂
」の
参

　

池
田
地
域
で
は
、「
池
田
食
堂
」の
参

加
者
が
増
え
、
住
民
の
集
う
機
会
も
増

加
者
が
増
え
、
住
民
の
集
う
機
会
も
増

え
る
な
ど
池
田
分
館
の
来
館
者
も
大

え
る
な
ど
池
田
分
館
の
来
館
者
も
大

き
く
増
加
し
ま
し
た
。
若
桜
地
域
で

き
く
増
加
し
ま
し
た
。
若
桜
地
域
で

も
、
も
、
1111
月
に
上
町
に
地
域
食
堂
「
お
た

月
に
上
町
に
地
域
食
堂
「
お
た

が
い
さ
ま
食
堂
」が
開
設
さ
れ
、
こ
こ

が
い
さ
ま
食
堂
」が
開
設
さ
れ
、
こ
こ

で
は
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
楽
し
め
ま

で
は
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
楽
し
め
ま

す
。
町
内
初
と
な
る
障
が
い
者
の
相

す
。
町
内
初
と
な
る
障
が
い
者
の
相

談
支
援
事
業
所
「
ほ
ー
む
」も
併
設
さ

談
支
援
事
業
所
「
ほ
ー
む
」も
併
設
さ

れ
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
も
期
待

れ
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
１
０
０
万
人
の
ク
ラ

　

今
年
度
も
「
１
０
０
万
人
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
音
楽
を
通
し
て
人
と
人
が
緩

こ
れ
は
、
音
楽
を
通
し
て
人
と
人
が
緩

や
か
に
つ
な
が
る
社
会
を
目
指
す
取

や
か
に
つ
な
が
る
社
会
を
目
指
す
取

組
で
、
今
年
度
は
９
月
と

組
で
、
今
年
度
は
９
月
と
1010
月
の
２
回

月
の
２
回

に
分
け
て
合
計
８
公
演
と
内
容
を
拡

に
分
け
て
合
計
８
公
演
と
内
容
を
拡

充
し
ま
し
た
。
池
田
食
堂
や
ド
リ
ー

充
し
ま
し
た
。
池
田
食
堂
や
ド
リ
ー

ミ
ー
の
介
護
現
場
な
ど
の
小
さ
な
集

ミ
ー
の
介
護
現
場
な
ど
の
小
さ
な
集

ま
り
か
ら
、
こ
ど
も
園
や
若
桜
学
園
、

ま
り
か
ら
、
こ
ど
も
園
や
若
桜
学
園
、

若
桜
鉄
道
の
駅
舎
や
貸
切
列
車
な
ど

若
桜
鉄
道
の
駅
舎
や
貸
切
列
車
な
ど

様
々
な
シ
ー
ン
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

様
々
な
シ
ー
ン
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

生
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
お
届
け
す

生
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

納
税
を
原
資
と
し
て
い
ま
す
。

納
税
を
原
資
と
し
て
い
ま
す
。

　　

1212
月
に
は
、
友
好
交
流
協
定
を
締
結

月
に
は
、
友
好
交
流
協
定
を
締
結

し
て
い
る

し
て
い
る
台台た

い
わ
ん

た
い
わ
ん湾湾
新新し

ん
ち
く
け
ん

し
ん
ち
く
け
ん

竹
県
竹
県
横横よ

こ
や
ま

よ
こ
や
ま山山
郷郷ご

う
ご
う

の
小
の
小

学
校
と
の
交
流
事
業
に
、
若
桜
学
園
の

学
校
と
の
交
流
事
業
に
、
若
桜
学
園
の

▲100万人のクラシックライブ（若桜駅舎）

用
開
始
に
向
け
て
、
町
商
工
会
と
も
連

用
開
始
に
向
け
て
、
町
商
工
会
と
も
連

携
し
、
加
盟
店
舗
を
増
や
し
、
多
く
の

携
し
、
加
盟
店
舗
を
増
や
し
、
多
く
の

町
民
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
を

町
民
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
を

整
え
ま
す
。

整
え
ま
す
。

　

国
道

　

国
道
2929
号
津
ノ
井
バ
イ
パ
ス
の
広

号
津
ノ
井
バ
イ
パ
ス
の
広

岡
か
ら
西
大
路
間
の
２
．８
㎞
に
つ
い

岡
か
ら
西
大
路
間
の
２
．８
㎞
に
つ
い

て
、
高
架
式
で
の
４
車
線
化
の
事
業
化

て
、
高
架
式
で
の
４
車
線
化
の
事
業
化

が
決
定
し
、
地
盤
調
査
が
始
ま
り
ま
し

が
決
定
し
、
地
盤
調
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。
市
内
へ
の
通
勤
時
間
の
短
縮
が

た
。
市
内
へ
の
通
勤
時
間
の
短
縮
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
道
若
桜
下

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
道
若
桜
下

三
河
線
の
岩
屋
堂
バ
イ
パ
ス
工
事
が

三
河
線
の
岩
屋
堂
バ
イ
パ
ス
工
事
が

順
調
に
進
捗
し
、
ト
ン
ネ
ル
部
分
が
ほ

順
調
に
進
捗
し
、
ト
ン
ネ
ル
部
分
が
ほ

ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
令
和

ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
令
和
88
年
中
に

年
中
に

は
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
町

は
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
町

道
吉
川
小
学
校
線
の
改
良
が
６
月
に

道
吉
川
小
学
校
線
の
改
良
が
６
月
に
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